
 株式会社ABコーポレーション 

SDGs宣言 

取組事例 

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、

事業活動を通して持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

経済・社会・環境の三つの側面のバランスが取れた社会を目指す世界共通の指標として、2015年9月に国

連で採択。貧困や飢餓、水や保健、教育、医療、言論の自由やジェンダーなど、人々が人間らしく暮らして

いくための社会的基盤を2030年までに達成するという目標になっており、17のゴール（目標）と169項目の

ターゲット（達成基準）がある。 

持続可能な開発目標（SDGs）とは 
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３つの“やさしい”（環境にやさしい、街にやさしい、人にやさしい）取組みで、

住み続けられるまちづくりに貢献します 

地球温暖化防止や森林・林業再生のため、木材の

活用が求められています。丸太杭を使用した環境

にやさしい地盤補強・液状化対策で、地盤の品質・

安全性の確保に努めてまいります。 

《具体的な取組み》 

• 丸太杭による地盤補強・液状化対策 

• 間伐材の使用によるＣＯ２削減 

• 地産地消の推進による森林保護 

• LED照明など省エネ設備の導入 

• 廃棄物の適正管理・処理 

• 品質・安全に関する手順書の作成・運用 

健康で働きがいのある会社づくり 

健康第一、社員一人ひとりにとって働きがいのある

会社づくりに取組んでまいります。 

《具体的な取組み》 

• 定期健康診断の実施 

• 従業員のスポーツジム利用全額補助 

• 人間ドック費用の全額負担 

• 従業員のキャリアアップ支援制度の確立 

地域貢献をこれからも 

地元の地盤補強施工会社として、福井県産材の

活用や地元業者との連携により、地域社会に貢

献してまいります。 

《具体的な取組み》 

• 福井県産材の活用 

• 地元業者との連携 

• 地元教育機関への寄付 

• 地元雇用 

• 本事業を通じた各地域への展開 



メッセージ 

事業内容 

丸太杭を使用した環境にやさしい地盤補強・液状化対策の提供 

 

ＡＢコーポレーションは丸太杭を使用することで地盤補強と地球温暖化防止を両立する、持続可能な発展を 

実現する企業です。 

 

福井を起点に、北陸、県内外問わず地盤補強・液状化対策・地盤調査をおこなっています。 

環境に配慮した丸太杭（間伐材）を使用する工法に特化した全国的にも数少ない企業です。 

地元で生まれ育った間伐材が丸太杭に生まれ変わることで、環境にやさしいだけではなく、里山のサポートや

地域経済の活性化に貢献します。 

 

建設業の許可：福井県知事 許可（般-1）第10129号 

土木工事業 建築工事業 とび・土工工事業 屋根工事業 タイル・れんが・ブロツク工事業 内装仕上工事業 

代表取締役  油屋 昌宏 

環境に・街に・人に やさしい企業を目指します 

 

ABコーポレーションは、丸太杭を使用した地盤補強・液状化対策をおこな

うことで、いち早く環境問題と向き合い、地場の資材や人材を採用すること

で地域の活性化にも取り組んできました。 

価値あるものを提供していくことが私たちの使命であり、存在意義である

と考えております。 

 

これからも企業運営ならびに事業活動を通して持続可能な社会の実現に

向けて取り組んでまいります。 

〒910-0043 福井市四十谷町5-16 

TEL:0776-65-1113 FAX:0776-65-0260 

MAIL:kisokouji@ab-c.jp 

当社が取り扱う丸太杭を使った工法 

【環境パイル（Ｓ）工法】 【パイルネット工法】 【ＬＰーＬⅰＣ工法】 【丸太杭工法】 

ご予算・規模・日程・地盤の状況に合わせて最適な工法をご提案しております。 

【地盤補強】【液状化対策】【地盤調査】 はABコーポレーションにおまかせください 

地中に森林をつくる 

森林では、光合成により大気中のＣＯ２から炭素を吸収固定して樹木が育ちます。 

その炭素の塊である丸太杭を打設し、地中に炭素を貯蔵することでＣＯ２の削減となり地球温暖化の防止につ

ながります。 

また、地元の間伐材を使用することで地産地消を推進し、森の再生と林業の振興に貢献します。 




